
（別紙３）

～ 令和7年　12月　31日

（対象者数） ２９人 （回答者数）
２６人

～ 令和8年　1月　19日

（対象者数） ９人 （回答者数）
９人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

令和７年度より休止

2

令和７年度をより休止

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ご本人の運動能力に合わせて、利用する教室をバリアフリー

に対応した教室に変更が可能です。

2

3

スタッフの専門性が高い ・スタッフミーテイングを充実させるようにしています。

・放課後等デイは必ずセラピストの配置しています。

保護者様と共有しやすい。 ・全利用児を基本的には親子療育とし、ご様子をその都度伝え

るようにしています。

・facetimeで療育場面と保護者様の部屋をつなぎ、タイム

リーに様子が観察できるようにしています。

・毎回の療育で心理士によるミニ講座や保護者同士のつながり

の場を提供しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

バリアフリーに対応していない。 現在、肢体不自由児の利用がないため、バリアフリーへの意識

が薄れている。

令和7年　12月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　2月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こどもサポート広場ぐんぐんロケット

○保護者評価実施期間
令和　7年　12月　2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


